
質問と回答は以下のとおりです。 2025年12月15日

質問番号 ページ 項目 質問内容 回答

1 15 (14)冬期を踏まえた調査工程及び施工計画

「春（3月から5月）と秋（9月から11月）が雨季である。」
との記載があります。一方、複数の気象サイトではプロ
ジェクト地点付近の年間降雨状況は10月頃から翌年５
月頃までが一連の降雨時期と思われます。（14）の記載
は広域の降雨形態と理解すればよいでしょうか。

ご理解の通り広域の降雨形態とご理解いただいて問題ご
ざいません。

2 18 （６）環境社会配慮にかかる調査

①では「報告書の作成に当たっては、『環境社会配慮カ
テゴリＢ報告書執筆要領（2025 年5 月）』に基づくこと
とする。」と記載がありますが、当該執筆要領は公開され
ていないとの認識です。プロポーザル作成にあたり、当
該執筆要領がないと報告書作成にあたっての検討が十
分に出来ません。要領の共有を希望します。

カテゴリB報告書執筆要領は内部資料のため、誠に恐れ
入りますが契約締結前のご共有は出来かねます。

3 18 （６）環境社会配慮にかかる調査

　参考とする執筆要領『カテゴリB 案件報告書執筆要
領』について、2025年5月版と2025年9月版の記載
があります。それぞれ項目に応じた使い分けが必要で
しょうか。最新のものに統一する必要はないでしょうか。

「2025年9月版」が最新版となりますため、こちらを統一
して適用させていただきます。記載に誤りがあり大変失礼
いたしました。

4 18 （6）環境社会配慮にかかる調査

「環境社会配慮カテゴリB報告書執筆要領」について、本
業務において準拠すべき版につき、可能であれば現時点
で配布いただけますでしょうか。（なお、企画競争説明書
中には２種類の版の記述があります。（2025年5月
（18ページ、32ページ）、2025年9月（19ページ））

カテゴリB報告書執筆要領は内部資料のため、誠に恐れ
入りますが契約締結前のご共有は出来かねます。
「2025年9月版」が最新版となりますため、こちらを統一
して適用させていただきます。記載に誤りがあり大変失礼
いたしました。
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5 19 （６）環境社会配慮にかかる調査

③（ア）では「作成に際し、『カテゴリB 案件報告書執筆要
領（2025 年9月）』を参考にする。」と記載があります
が、当該執筆要領は公開されていないとの認識です。住
民移転計画案作成にあたり、当該執筆要領がないと検
討が十分に出来ません。要領の共有を希望します。

カテゴリB報告書執筆要領は内部資料のため、誠に恐れ
入りますが契約締結前のご共有は出来かねます。

6 25 （16）施工時の工事安全対策に関する検討

「案件別安全対策検討シート（案）を作成する」とありま
す。同シート（案）の作成は、一般的に危険レベルが2以
上の案件が対象と理解しておりますが、本件も対象とな
りますでしょうか。

ご指摘ありがとうございます。施工対象箇所は危険情報
レベル1ですので、「案件別安全対策検討シート（案）」の作
成は不要」と訂正させて頂きます。

7 26
特記仕様書（案）第４条　（１７） 「gの実施」は「内部照査の実施」という理解でよいでしょ

うか。
申し訳ございません。「内部照査の実施」という理解で間
違いございません。

8 26 （17）ｇの実施
ｇの実施との記載がありますが、内部照査の実施と考え
てよろしいでしょうか。

申し訳ございません。「内部照査の実施」という理解で間
違いございません。

9 30 第5条　成果品

本業務で作成・提出する報告書等及び数量のうち協力
準備調査報告書（先行公開版）　について、日本語　製本
2部となっていますが、先行公開版について、製本版が
必要となりますでしょうか。

先行公開版について記載の通り2部の製本・提出をお願
い致します。

10 38 ４．事業効果（1）定量的効果

「バフダット橋梁における車両の交通量（台／日）」
21,686台（2024）、25,000台（2033年目標値）と
の記載があります。この値を本プロポーザルで使用して
も問題ないでしょうか。

プロポーザルで使用していただいて問題ございません。
ただし、準備調査の中では交通量調査等の結果を踏まえ
て改めて数値の妥当性の確認をしてください。



11 43

プロポーザル作成に係る留意事項
2.業務実施上の条件
（１）業務工程

タジキスタンはラマダン期間中の渡航規制はございます
でしょうか。

ラマダン期間中の渡航規制はございません。
ただし、現地での業務の効率悪化が見込まれるため
渡航計画策定に際しては留意願います。
第一回現地調査の時期は、ラマダン及びイード休暇明けと
なる3月下旬から開始することを想定しております。
なお、第1回現地調査における官団員の現地渡航は4月上
旬を予定しています。

12 43 ２．業務実施上の条件(1)業務工程

概略設計ドラフト説明が2026年12月上旬との記載が
あります。また、最終報告書提出が2027年5月となっ
ております。ドラフト説明から最終報告書提出まで5ヶ月
間の期間がありますが、記載の通りと考えてよろしいで
しょうか。

ドラフト説明及び最終報告書の提出期日については、記
載の通りと考えていただいて問題ございません。

以上


